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研究 賛！ 介

送電用鉄塔高上げ工法の開発
＜既設鉄塔高上げの効率化＞

本 店 工 務 部

名古屋支店名古屋電力所

＜賽旨＞ 都市近郊での市街地化の進展に伴って， 既設送電線の高上げ工事が増えてきている。 この対応

策として従来は仮工事を行い鉄塔を建て替えるなどしてきたが， 多大な費用を要すると共に用地事情や作

業停電の制約から施工が困難になっている。 このため仮工事をしないで架線したままの状態で鉄塔下部に

新部材を継ぎ足すことにより， 必要な高さまで安全かつ， 短期間に高上げできるエ法と装置を愛知金属工

業味と共同開発した。

1 工法・装置の概璽

既設鉄塔の脚部に仮設外塔用基礎（十字形地中

梁）を布設し， 続いて既設鉄塔を包む形で第1図

のように仮設外塔を組み立てる。
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施工状況を第

2図に示す。
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第1図 高上げ概璽図

2 実証試験結果

神谷線No.25 鉄塔（遊休線路）において， 昭和

57年11月に 8mの高上げ試験を実施した。

(1) 作業性試験

仮設外塔の組み

立てとジッャキを

主体とした諸装置

の動作状況につい

て作業性・安全性

の検証を実施した

が， 特に問題とな

る事項は無く， ス

ム ー ズに高上げが

できた。

(2) 強度およびた

わみ試験

第2図 篇エ状況

高上げ対象鉄塔(77kV 電事連標準鉄塔410mm2

x2cct, 径間 300m, 水平角度 11
0
) の作業時荷

重の1. 5倍まで載荷し， 高 上げ作業時の仮 設 外

塔・既設鉄塔の応力とロッド張力， 口.....ラ反力の

測定と仮設外塔・既設鉄塔のたわみを測定した。

測定値は計算値とよく合致しており， また， た

わみ測定でも部材変形等の異常はなく問題はなか

った。

3 あ と が き

今回の研究により得 た 成 果を 実 線 路である77

kV 日下部岩塚線の鉄塔高上げ工事（昭和 58年 3

月施工）に適用した結果， 作業性・安全性につい

て期待通りの成果を得た。

平地部の鉄塔については， 今回の研究で実用化

が確認されたので， 今後は山間部の鉄塔への適用

について検討し， 適用範囲の拡大を図っていきた

い。

（送電課， 送電課）
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